
               

日時：平成 29 年 3 月 9 日（木）13：00～15：00
場所：高幡不動客殿２階控室 出席 9 名 欠席 1 名

会議内容は 3 月 16 日例会にて幹事報告

日時：平成 29 年 3 月 16 日

12:30～14：30  

会場：高幡不動尊 客間殿   
出席：33 名中 25 名（出席率

75.8.％）欠席：8 名

配布資料：例会次第、会報

75 号、研修委員会

案内資料 次年度

所属委員会アンケート

           明日は、彼岸の入りです。

          皆様の中にもご先祖の供養等に行

かれる方もおられると存じますが

          我が家でも最近悲しい別れがあり

ました。お彼岸を機に周りの人と

の関りを見つめなおし、大切な

方々のことを思い起こす良い機会

だと思います。      

           今年度の例会もあと３回で終わ

ります。現在の理事会も毎月開催

しており、気心の通じ合うことに

なった理事の方々も名残惜しく思いますが、健康に留意

して、残りの年度の例会を楽しみ有意義な時間を過ごし

たいと思います。

＊２月２２日八王子ＰＣ生涯学習サロン開校式に当会よ

り３名参加。

＊次年度に向けての編成等は担当者よりご案内あり。

＊八王子・多摩ＰＣからの会報を回覧します。

＜計 8 名で 4,500 円＞（例会での発表順に掲載敬称略）

市川資忠：なんとなくですが。

渋谷文雄：「一族郎党元気です！」倅 1 人娘 1 人孫５人

    曽孫２人揃って春を迎えます。

     私は少しヨタヨタしてきましたが、もう少し

     頑張ります。 あわせて２コイン

後藤一郎：めでたいことは何もない。悪い事も全くない。

     ま～いいか。

篠原昭雄：今春二人の孫娘がいずれも希望の大学と都立

     高校に合格いたしました。

小林昭治：友達が今日入院します。

無事に退院できることを祈って!!

横山好忠：国立西洋美術館と横山大観記念館を 8 名のご参

加を得て、楽しく学ぶことが出来ました。横山

大観記念館では時下 1 億円を超える掛け軸を

鑑賞できて感動しました。西洋美術館では、

ル・コルビﾕジエの建築と松方コレクションの

質と量の多さに驚きました。

鷲尾昭夫：サッカーをやっている孫が湘南高校に入学致し

ました。私の出身校との定期戦が半世紀以上

    続いており、どちらが勝っても負けても嬉しく

     口惜しいが、昔を思い出しながら応援したい。

泊谷時男：先日、後期高齢者被保険者証をいただきました

が、まだまだ現役で頑張り続けます。

疋田久武：本日は 2 時ころに早退させていただきます。

○例会委員会 鷲尾 昭夫 委員長

本日は本部会員のメンバースピーチです。お楽しみに

してください。
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○情報委員会 大島 芳幸 委員長

会報７６号をお配りしております。ご意見等お寄せくだ

さい。また、原稿の依頼をお願いする場合もありますが

ご協力をお願い致します。

○会員委員会 田村 豊章委員長

今年度当初に入会された斎藤盛男会員が、仕事の都合
で例会出席が困難なため残念ながら退会となります。
理事会承認済。

○研修委員会 横山 好忠 委員長

会報に記載のとおり、文化研修会の一環で上野公園

の国立西洋美術館・旧岩崎亭・常山大観記念館へ行って

きました。また、懇親会も楽しく過ごしてきました。

先月加入された村瀬彰吾会員が新撰組に纏わる研究

会「村瀬塾」を主宰されております。京都の祇園祭に合

わせて新撰組所縁の場所を訪ねる旅行を企画している

そうです。当クラブからも参加者を募集します。

○地域奉仕委員会    山本 英次 副委員長

＊5 月 13.14 日の両日に「第 20 回日野新撰組まつり」

が盛大に開催されます。別途 2 万円支払うと勝海舟な

どの歴史上の人物の役に扮することが出来るとのお

知らせもあります。

＊浅川クリーン作戦のお知らせ 小林 昭二 会員

4 月 23 日（日）9 時 30 分から 11 時まで

ふれあい橋北詰集合。雨天中止 参加は久保委員長

まで申し出ください。

○ゴルフ同好会 矢野 凱
かつ

弓
ゆみ

会長

  4 月 28 日八王子 CC にて RC との合同コンペを開催

  します。

○ＰＰ会            小西 弘純 会長

5 月 23 日（火）リゾートホテルで一泊旅行を企画して

おります。内容等詳細はまたご連絡します。

《 篠原 昭雄 会員 》

  満州事変と大恐慌の年に生まれ

終戦は旧制中学３年の時でした。

以来、変貌する内外の戦後（現代）、

様々な先端的な経験を経ながら自

分史を創り今日に至りました。

人は社会と係り役割を持ちそれ

をこなしていくことから“生き甲

斐”を生み老化を遅らせます。プロ

バスでもそれに関するスピーチを

したことがありました。

まだ八十半ば、Ｓ・ウルマン（米国）の詩「青春 YOU
TH」（1918）に青春・老化とは心の持ち方を言うもの

であって「人は理想・自信・希望とともに若く、それら

を失うことによって老いる」という意味の詩があります。

それを銘として超高齢化社会に相応しく生きたいもの

です。

《 泊谷 時男 会員 》

          ３月１７日で７５歳になります。

          市役所より後期高齢者被保険者証           

          が送られてきましたが、まだまだ

          現役です。健康に留意しながら頑張

っていくつもりです。

          今後ともよろしくお願い致します。

     

  入会して１年になりましたが、

この４月より、毎週木曜日に実

践女子大学の講師を勤めること

となり、例会日と重なってしま

う為、暫くの間休会させていた

だきます。但し、浅川クリーン

作戦等の例会外のイベントには

参加したいと思いますので、ご

案内をいただきたく、どうぞよ

ろしくお願い致します。

題名：“天には神が存在する”

人生７８年間を生きて、多く

の事を体験して参りました。

その中でたどり着いた私の信

条は、

『苦しい時は神に頼らず、苦しみ

を乗り超えた時、神に感謝する」

です。

私の学歴は「高校卒」。家庭の事情により大学進学が

叶わず、高校卒のままで日産自動車の系列会社に就職し

ました。この会社は自動車用フィルター専門の製造会社

です。入社後は、製品設計担当の技術部設計課に配属さ

れました。しかし当時は学歴化社会で、大学卒と高校卒

には大きな格差があった時代です。

そのような環境の中で、この会社に約１０年間在籍しま

した。在職中は同僚や上司にも恵まれ、それなりの業績

を残しながら、多くを学ぶことが出来ました。

しかし、学歴化社会では大学卒でしか幹部社員になるこ

とが叶わず、それに耐え切れず退職、２８歳で自立し独

自に「機械設計事務所」立ち上げました。

当初は、困難と苦しみの中で生きておりました。

神には頼らず、朝早くから夜遅くまで、祝祭日や土日も

休まず、懸命に仕事に取組みました。

その結果、約１年半を経過した頃から、少しずつ仕事が

順調に推移するようになっていきました。そして機械設

計業から機械製造業に変身、国内の自動車用フィルター

メーカーの総てを顧客として業務を展開するようにな
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りました。業績も年々上昇し、創業３年後には技術専門

社員が１０名に至る会社になりました。

そのような折（昭和４４年）、国内の大手商社から大き

な話が飛び込んでまいりました。当時、世界の大国と言

われていた「ソビエト連邦政府」から、自動車用フィル

ター工場（プラント）建設の国際入札への参加です。し

かも、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア含め５か

国の競合入札です。当時、入札に参加するこれらの国は

世界最先端の工業国、しかも当時の金額で約１５億円の

費用が予想されているプラントです。従って、我々が参

加しても落札の可能性は全くないとの認識でした。

しかし、我が社を推挙したのは、当社の顧客である国内

の大手自動車フィルターメーカーです。

そこで、このプラントの「設計、企画、見積書の作成の

み」を引き受けることで、窓口の大手商社と合意しまし

た。それから、全社員を投入し、約２ヶ月半を掛けてこ

の仕事に没頭、神から与えた仕事として、自らが有する

総ての知識や能力を投入し、苦しみの中でこの業務を仕

上げました。その後、これら企画設計見積書の作成費用

としての支払いを受け、これですべてが終了したと認識

して、通常の業務に戻りました。

ところが、それから約２ヶ月後、一流新聞の経済紙面に

「日本企業ソビエト連邦からのプラント受注に成功」との   

記事が掲載されたのです。

まさか？と思い、窓口商社に問い合わせたところ、本件

であることが確認されました。

３２才にして、世界を制した瞬間です。当初は信じるこ

とすらできませんでした。高校卒という格差社会の中で、

これを成し遂げたのです。

神に感謝しました。

それから１ヶ月後、ソビエト政府からバウチャー（入国

ビザ、航空券、ホテル予約券）が送られてきました。そ

れまで一度も外国旅行をしたことがなく、パスポートも

保有したことのない私が、関係者一同を連れてモスクワ

市に向いました。

それから約２年間、プラントの完成後は、ソビエト政府

機関に認められ、指名業者となり、リピーターとして、

入出国を繰り返しながらソビエトに滞在しました。

昭和４６年、ニクソンドルショックによって、急激に日

本円が値上がりして業務が行き詰まり、窓口商社の要請

で帰国することとなりました。

その後は困難が続きましたが、神から与えられた試練で

あると捉え、懸命に努力を続け生きてきました。
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